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昭和通りに面した銀ビル商店街。頭上看板のこのロゴは、銀ビルの

頭文字Ｇと白鳥を彷彿とさせ、往時を偲ばせる。昭和６年（1931）に

工場への運搬をも担う東西の大動脈として開通した昭和通り。未来

の新居浜繁栄への基盤として整備されたこの通りには「共存橋」

「共栄橋」が架かり、別子銅山とともに発展した住友企業の地域社

会への思いが読み取れる。レトロな街灯が続く昭和通りには老舗店

舗や真新しいショップが立ち並び、秋の「新居浜太鼓祭り」では県内

外からの見物客で賑わう。
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